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研究発 表

学会 誌

1)中 島 進 他

microwave波 に よ るsuperoxideの 発 生 と癌細 胞 破 壊 効 果

医学 の あ ゆみ122巻4号,1983年
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2)中島 進 他
Researchforporphyrindistributionveriancein

tumortissuesandorganecausedbydifference

inthesidebranchesofporphyrinstructure

Analysisbyanewreflected-typepulsed-N2

1aserspectrofluometry

PorPhyrinSymposium論 文 集(SantaBarbara)1983年

(inpress)
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3)中 島 進 他,

ポルフイ リン,ク ロロフィル 系誘 導 体 の癌 細 胞 親 和 性 につ い て

Oncologia9巻,1984年

(掲 載 予 定)

4)中 島 進 他,

ポルフイ リン,フ エオフオルバイド系 誘導 体 の励 起 癌細 胞 破 壊 効 果

医用 電 子 と生 体 工 学22巻,1984年

口頭発表

1)中 島 進

レー ザー,microwaveに よ る活 生 酸 素 の 発 生 と細胞 破 壊 効 果

第36回 北 海道 外 科 学 会1981年2月28日

2)中 島 進

反 射型N2‐gas‐pulsedlaser励 起

螢 光 スペク トル 解 析 に よる組 織代 謝 の検討

第82回 日本外 科 学 会 総 会1982年4月2日
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3)中 島 進

癌 組織 に対 す る各 種 ポルフィ リン誘 導体 の 親 和 性 とmicrowave,

r,f波 に よる励 起superoxide癌 細 胞 破壊 効果 の 検 討

第41回 日本 癌 学 会 総会1982年8月23日

4)中 島 進

深部 到 達性 励 起superoxideに よ る癌 治 療 法 の検 討

肺 癌Y`対 す る術 中、 縦 隔照 射 法 の完 成 を め ざ して

第35回 日本胸 部 外 科 学 会総 会1982年10月13日

5)林 ・秀雄

新 しい 癌親 和性porphyrinの 検 討 と深 部 到 達 性energyに よ

る励 起 力 の評 価

第38回 北 海道 外 科 学会1983年3月5日
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6)林 秀雄i

各種 ポルフイリン誘導体 の腫瘍 親和性 と外 部エネルギー励起

細胞破壊効果

第83回 日本外科学会総会1983年4月5日

「

7)S.Nakajima

Researchforporphyrindistributionvariancein

tumortissuesandorganscausedbydifferences

inthesidechainofporphyrinstructures

PORPHYRINSYMPOSIUM(SantaBarbara)April24-28,

1983

8)S.Nakajima

Researchinthecancercelldestructiveeffect

relatedtoporphurinderivativesbyamore

pcnetratingcxternalencrgysourcethanlight

PORPHYRINSYMPOSIUM(SantaBarbara)April24-28,

1983
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9)中 島 進

ポルフイリン,ク ロロフィル系誘導 体の癌親和性 と励起 癌細胞

破壊効 果につい て

第1回 ポルフイリンと腫 瘍光照射研究会1983年9月12日

10)中 島 進

側鎖 の違い に よるポルフイリン,フ エオフオルバイド誘導体 の癌

親和性,励 起 癌細胞破壊 効果 の違い につい て

第64回 北海道癌談話会1983年10月2日

11)側 鎖の違い に よるポルフイリン誘 導体 の癌親和性,外 部 エネル

ギー反応性 の変化 にっい て 深部 到達性 エネルギー との

関連及 び制 癌剤担体 としての可能性 につい て

第42回 日本癌学会総会1983年10月25日


